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全日本合唱コンク－ル全国大会開催規程

第１章 総 則
（名称）
第１条 名称は、「第○○回全日本合唱コンク－ル全国大会」とする。（以下全国大会と略す）

（大会目的）
第２条 全国大会は、支部から推薦された合唱団が出演し、合唱技術の向上及び合唱音楽の普及を目的として開催する。

（主催）
第３条 主催は、一般社団法人全日本合唱連盟（以下全日本合唱連盟と称す）及び朝日新聞社とする。
なお、理事会の承認を得て開催地の自治体等を加えることができる。

（後援）
第４条 後援は、関係省庁並びに開催地の自治体及び自治体教育委員会等、全日本合唱連盟理事会において決定したものとす
る。

（開催期日）
第５条 開催期日の基準は次のとおりとし、全日本合唱連盟理事会において決定する。
（１）中学校部門、高等学校部門

原則として、毎年１０月最終土曜日・日曜日とする。
（２）大学職場一般部門

原則として、毎年１１月２３日前後の休日を含めた２日間とする。

（開催地）
第６条 開催地は、原則として９支部を持ち回りとし、全日本合唱連盟理事会において決定する。

（推薦母体）
第７条 出演団体の推薦母体となる支部は次のとおりとする。
全日本合唱連盟北海道支部 全日本合唱連盟東北支部 全日本合唱連盟関東支部
全日本合唱連盟東京支部 全日本合唱連盟中部支部 全日本合唱連盟関西支部
全日本合唱連盟中国支部 全日本合唱連盟四国支部 全日本合唱連盟九州支部

（審査）
第８条 審査員は、１部門９名以上とし、全日本合唱連盟理事会において決定する。
２ 審査は、原則として過半数方式（新増沢方式）で行う。

（部門及び編成区分）
第９条 部門及びその編成区分は次のとおりとする。
（１）中学校部門 （２）高等学校部門 （３）大学職場一般部門

混声合唱の部 Ａグループ（小編成の部） 大学ユースの部
同声合唱の部 Ｂグループ（大編成の部） 室内合唱の部

混声合唱の部
同声合唱の部

（出演順枠）
第１０条 全国大会の出演順枠は、開催年度の全日本合唱連盟春季理事会において、支部長が抽選し決定する。

第２章 出演団体
（支部から全国大会に推薦できる合唱団数）
第１１条 支部からの推薦団体数の上限は、支部傘下の都道府県大会参加の支部合計団体数により次のとおりとする。

（１）中学校部門
２５団体まで ２団体
２６団体～５０団体 ３団体
５１団体～７５団体 ４団体
７６団体～１００団体 ５団体

１０１団体～１２５団体 ６団体
以下２５団体増える毎に推薦上限が１団体増えるものとする。
推薦は、各編成区分（混声合唱の部・同声合唱の部）から１団体以上を含まなければならない。ただし、支部大会
においていずれか一方の編成区分に参加が無い場合は、他方の編成区分から推薦団体数の上限まで推薦することが
できる。
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（２）高等学校部門
２５団体まで ２団体
２６団体～５０団体 ３団体
５１団体～７５団体 ４団体
７６団体～１００団体 ５団体

１０１団体～１２５団体 ６団体
以下２５団体増える毎に推薦上限が１団体増えるものとする。
推薦は、各編成区分（Ａグループ・Ｂグループ）から１団体以上を含まなければならない。ただし、支部大会にお
いていずれか一方の編成区分に参加が無い場合は、他方の編成区分から推薦団体数の上限まで推薦することができ
る。

（３）大学職場一般部門
①大学ユースの部

１０団体まで １団体
１１団体～２０団体 ２団体
２１団体～３０団体 ３団体

以下１０団体増える毎に推薦上限が１団体増えるものとする。
②室内合唱の部・混声合唱の部・同声合唱の部

３０団体まで ３団体
３１団体～５０団体 ４団体
５１団体～７０団体 ５団体
７１団体～９０団体 ６団体

以下２０団体増える毎に推薦上限が１団体増えるものとする。
推薦は、各編成区分（室内合唱の部・混声合唱の部・同声合唱の部）から１団体以上を含まなければならない。

２ 前年度の全国大会において選出された当年度のシード合唱団は、上記参加合唱団数及び推薦数のいずれにも含まれない。

（支部推薦）
第１２条 支部長は、決められた期日までに支部大会の結果に基づき、前条に定められた出演団体を推薦する。
２ 台風・地震等の影響により支部大会が開催できなかった場合は、演奏音源による審査で推薦することができる。

第３章 その他
（規程の改廃）
第１３条 この規程の改廃は、全日本合唱連盟理事会出席者の過半数の賛成による議決をもって行う。

附則
１ この規程は、昭和６２年４月１日から（中学校部門は、平成２年１１月２２日から）施行する。
平成 ４年 ５月１６日改定
平成 ５年 ５月２２日改定
平成 ７年１１月１６日改定 （中学校部門、出演資格《加盟の義務付》の改定、規程の統合《中学校部門、その他の部
門》、演奏時間の変更ほか）

平成 ８年 ５月１８日改定 （後援、開催地条文及び字句の改定）
平成 ９年 ２月１６日改定 （大学部門のＡ・Ｂグループ制の導入の改定）
平成１０年 ５月１６日改定 （５０回大会の特例項目の削除ほか字句の改定）
平成１５年 ２月１６日改定 （規程全体構成見直し、出演資格、出演人数ほかの改定）
平成１６年 ２月１５日改定 （中高一貫校の出演資格の改定）
平成１９年 ２月１８日改定 （大学部門ＡＢグループ廃止に伴う改定）
平成２２年 ２月２１日改定 （出演人数増員の制限措置）
平成２４年 ４月 １日改定 （一般社団法人への移行に伴う改定）
平成２４年 ５月１９日改定 （支部名称継続使用に伴う改定）
平成２４年 ５月１９日改定 平成２５年度大会から実施（大学職場一般部門の再編成の改定）
平成２４年１１月２３日改定 （条文の字句の修正改定）
平成２５年 ２月１７日改定 （大学職場一般部門の出演資格の改定）
平成２７年 ２月１５日改定 平成２８年度から実施（大学職場一般部門混声合唱の部・同声合唱の部人数制限の変更）
平成３０年 ２月１８日改定 （参加料有料化の改定）
２０１９年 ５月１８日改定 ２０２０年度から実施（開催規程と参加規程に分割、条文・文言の整理）
２０２０年１１月２３日改定 ２０２１年度から実施（支部大会が開催できない場合の対応を追加）
２０２３年 ２月１９日改定 ２０２３年度から実施（編成区分に参加が無い場合の推薦数）
２０２４年 ２月１８日改定 ２０２４年度から実施（支部大会を開催できない場合の推薦方法、文言整理）
２０２４年 ５月１８日改定 ２０２４年度から実施（大学ユースの部の推薦ピッチ変更、文言整理）


